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２
０
２
４
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
お
よ
び
全
国

障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
開
催
や
、
そ
れ
に
伴

い
佐
賀
県
が
進
め
る

Ｓ
Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ

ズ
パ
ー
ク
整
備
な
ど
、

街
づ
く
り
に
大
き
な

影
響
を
与
え
る
節
目

の
時
期
を
見
据
え
、

市
で
は
「
佐
賀
駅
周

辺
整
備
基
本
計
画
」

に
基
づ
き
市
民
等
と

意
見
交
換
を
行
い
な

が
ら
、
佐
賀
駅
周
辺

整
備
に
関
す
る
詳
細

な
内
容
が
検
討
さ
れ

て
お
り
、
そ
の
内
容

は
、
市
民
生
活
に
与

え
る
影
響
が
大
き
い

こ
と
か
ら
、
令
和
元

年
11
月
定
例
会
で
本

委
員
会
が
設
置
さ
れ
、

こ
れ
ま
で
12
回
の
委

員
会
を
開
催
し
、
鋭

意
調
査
、
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

　

そ
の
調
査
結
果
に
つ
い
て
、
次
の
と
お
り
総

括
す
る
。

　

西
友
跡
地
の
民
間
開
発
が
進
め
ら
れ
、
令
和

２
年
６
月
に
コ
ム
ボ
ッ
ク
ス
佐
賀
駅
前
が
開
業

し
た
。

　

来
店
者
の
動
向
と
し
て
、
Ａ
コ
ー
プ
の
レ
ジ

通
過
者
の
数
値
で
１
日
あ
た
り
２
，
３
０
０
人

程
度
が
買
い
物
を
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
て
お
り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
で
１

週
間
に
１
回
以
上
来
店
す
る
人
が
75
％
を
占
め

る
な
ど
、
食
料
品
や
日
用
品
の
買
い
物
と
い
っ

た
日
常
生
活
を
支
え
る
施
設
と
し
て
機
能
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
観
光
・
県
産
品
情
報
発
信
拠
点
「
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ｏ
」
が
設
置
さ
れ
、
観
光
客
受

け
入
れ
の
体
制
強
化
が
図
ら
れ
て
い
る
。

　

佐
賀
駅
北
口
広
場
、
南
口
広
場
お
よ
び
市
道

三
溝
線
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
北
口
広

場
に
つ
い
て
は
、
本
年
５
月
10
日
に
供
用
が
開

始
さ
れ
た
。
南
口
広
場
に
つ
い
て
は
令
和
４
年

12
月
ま
で
の
工
期
で
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。

　

北
口
広
場
に
接
続
す
る
市
道
三
溝
線
は
、
全

線
で
道
路
改
良
工
事
お
よ
び
歩
道
高
質
化
工
事

が
行
わ
れ
て
い
る
。
車
道
を
２
車
線
化
し
歩
道

を
拡
幅
す
る
等
、
道
路
幅
員
を
再
配
分
す
る
こ

と
に
加
え
、
一
部
区
間
を
新
た
に
無
電
柱
化
す

　

旧
西
友
駐
車
場
へ
民
間
開
発
を
誘
導
す
る
こ

と
が
計
画
さ
れ
て
い
る
。

　

現
在
は
、
佐
賀
駅
南
口
暫
定
駐
車
場
と
し
て

運
営
さ
れ
て
お
り
、
コ
ム
ボ
ッ
ク
ス
佐
賀
駅
前

が
開
業
し
て
以
降
、
駐
車
場
の
利
用
が
増
加
傾

向
と
な
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

影
響
が
長
期
化
し
、
開
発
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の
大

幅
な
見
直
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
事
業

者
と
の
協
議
に
お
い
て
も
、
新
規
事
業
に
慎
重

な
傾
向
が
強
く
出
て
お
り
、
期
限
を
定
め
て
方

針
を
決
定
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
本
委
員
会
と
し
て
十

分
に
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
に

協
議
し
た
事
業
者
と
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し

な
が
ら
、
長
期
的
な
視
野
に
立
っ
て
検
討
す
る

よ
う
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

佐
賀
駅
周
辺
整
備
調
査

特
別
委
員
会

る
計
画
と
な
っ
て
お
り
、
県
が
進
め
て
い
る
Ｓ

Ａ
Ｇ
Ａ
サ
ン
ラ
イ
ズ
パ
ー
ク
整
備
事
業
と
の
つ

な
が
り
を
重
視
し
た
整
備
を
求
め
る
も
の
で
あ

る
。

　

一
方
、
南
口
広
場
に
接
続
す
る
県
道
佐
賀
停

車
場
線
も
、
県
に
お
い
て
車
道
を
２
車
線
化
し

歩
道
を
拡
幅
す
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
お
り
、

県
と
密
接
に
連
携
し
て
今
後
の
在
り
方
を
検
討

す
る
こ
と
を
求
め
る
も
の
で
あ
る
。

上
り
、
雇
用
創
出
は
、
こ
の
２
社
に
Ｊ
Ａ
全
農

を
加
え
た
３
社
で
令
和
２
年
度
97
人
、
さ
ら
に

は
事
業
拡
張
を
予
定
し
て
い
る
グ
リ
ー
ン
ラ
ボ

㈱
の
88
人
を
加
え
る
と
、
将
来
的
に
は
全
体
で

１
８
５
人
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

◆
そ
の
他
の
主
な
調
査
項
目
◆
バ
イ
オ
マ
ス
産

業
都
市
構
想
の
見
直
し
に
つ
い
て
／
二
酸
化
炭

素
の
今
後
の
活
用
に
つ
い
て
／
下
水
浄
化
セ
ン

タ
ー
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
に
つ
い
て

　

今
後
、
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
関
連
事
業
を

進
め
て
い
く
に
当
た
り
、
次
の
４
点
に
つ
い
て

執
行
部
に
対
応
を
求
め
、
調
査
を
終
了
し
ま
し

た
。

・
二
酸
化
炭
素
の
活
用
方
針
を
早
期
に
決
定
す

る
こ
と

・
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
と
し
て
の
佐
賀
市
が

今
後
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
に
つ
い
て
明
確

か
つ
早
期
に
示
す
こ
と

・
適
切
な
事
業
計
画
の
見
直
し
と
そ
の
事
業
の

着
実
な
進
捗
管
理
を
行
う
こ
と

・
右
の
３
点
を
含
む
バ
イ
オ
マ
ス
産
業
都
市
関

連
事
業
に
つ
い
て
、
適
宜
、
議
会
へ
の
報
告

を
行
う
こ
と

調
査
結
果

第
１
段
階　

コ
ム
ボ
ッ
ク
ス
の
開
業

第
２
段
階　

北
口
広
場
・
南
口
広
場

お
よ
び
市
道
三
溝
線
の
整
備

第
３
段
階　

民
間
開
発
の
誘
導
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樋
門
管
理
の
連
携
に
つ
い
て

保
水
機
能
強
化
に
つ
い
て

住
民
へ
の
避
難
指
示
に
つ
い
て

災
害
復
旧
に
係
る
入
札
不
調
に
つ
い
て

　

水
害
に
よ
る
市
民
生
活
へ
の
被
害
の
低
減
を

目
的
と
し
た
市
の
各
種
施
策
等
の
調
査
を
行
う

た
め
、
令
和
元
年
11
月
定
例
会
で
本
委
員
会
が

設
置
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
11
回
の
委
員
会
を
開
催

し
、
鋭
意
調
査
、
研
究
を
重
ね
て
き
た
。

　

そ
の
結
果
と
し
て
、
次
の
４
つ
の
取
り
組
み

を
執
行
部
に
求
め
る
。

　

浸
水
被
害
を
防
ぐ
排
水
対
策
の
た
め
、
地
域

ご
と
の
意
識
を
そ
ろ
え
た
樋
門
管
理
の
体
系
づ

く
り
の
取
り
組
み
と
し
て
、
次
の
３
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。

　

１
点
目
は
、
市
内
の
一
部
地
域
で
行
っ
て
い

る
樋
門
管
理
の
体
系
づ
く
り
を
校
区
や
流
域
ご

と
に
広
げ
る
取
り
組
み
を
全
市
的
に
行
う
べ

き
。

　

２
点
目
は
、
国
、
県
、
市
、
樋
門
操
作
人
間

で
事
前
排
水
の
重
要
性
を
共
通
認
識
し
、
連
携

強
化
を
図
り
、
事
前
排
水
後
の
農
業
用
水
確
保

を
含
め
た
指
揮
命
令
の
体
制
づ
く
り
を
す
べ

き
。

　

３
点
目
は
、
樋
門
操
作
人
の
必
要
人
数
を
確

保
し
、
経
験
豊
か
な
後
継
者
を
育
て
ら
れ
る
よ

　

内
水
氾
濫
や
河
川
の
洪
水
抑
制
の
た
め
に
、

今
後
も
市
北
部
・
中
部
の
保
水
機
能
強
化
の
た

め
の
十
分
な
調
整
池
を
整
備
す
べ
き
。
ま
た
、

南
部
地
域
で
は
調
整
池
設
置
の
効
果
が
薄
い
た

め
、
田
ん
ぼ
ダ
ム
の
効
果
を
再
度
検
証
し
、
国

の
加
算
措
置
を
さ
ら
に
求
め
る
な
ど
、
市
全
域

で
の
保
水
機
能
強
化
を
図
る
べ
き
。

　

北
部
中
山
間
地
域
で
の
土
砂
災
害
に
係
る
災

害
復
旧
業
務
の
入
札
不
調
の
原
因
は
、
地
理
的

特
性
に
対
応
可
能
な
業
者
が
限
ら
れ
た
こ
と

や
、
国
が
定
め
る
積
算
方
法
で
は
計
上
で
き
な

い
経
費
の
存
在
も
大
き
い
。
よ
っ
て
、
市
独
自

の
上
乗
せ
基
準
を
設
定
す
る
な
ど
、
可
能
な
限

り
入
札
不
調
を
回
避
さ
せ
、
市
民
生
活
へ
の
影

響
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
方
策
を
検
討
す
べ

き
。

　

市
民
に
危
険
な
状
況
を
的
確
に
認
知
さ
せ
、

適
切
な
避
難
指
示
に
つ
な
げ
る
た
め
の
取
り
組

み
と
し
て
、
次
の
６
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

１
点
目
は
、
河
川
の
水
位
や
道
路
の
浸
水
状

況
を
確
認
す
る
た
め
の
防
災
カ
メ
ラ
の
映
像

や
、
色
付
け
し
た
浸
水
標
尺
な
ど
を
活
用
し
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
で
市
民
が
視
覚
的
に
浸
水

情
報
を
得
ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
。

　

２
点
目
は
、
河
川
や
水
路
の
氾
濫
情
報
の
提

供
の
ほ
か
に
、
冠
水
に
よ
る
市
内
の
主
な
道
路

網
の
通
行
止
め
に
つ
い
て
広
報
す
べ
き
。

　

３
点
目
は
、
防
災
カ
メ
ラ
の
映
像
を
夜
間
で

も
見
や
す
く
す
る
改
良
や
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
塩
分
測
定

器
へ
の
監
視
カ
メ
ラ
の
追
加
も
検
討
す
べ
き
。

　

４
点
目
は
、
避
難
行
動
に
つ
な
が
る
防
災
意

識
の
啓
発
の
た
め
、
単
位
自
治
会
で
の
自
主
防

災
組
織
の
結
成
を
促
す
べ
き
。

　

５
点
目
は
、
避
難
意
識
の
向
上
の
た
め
に
、

市
と
自
主
防
災
組
織
の
連
携
を
強
化
す
べ
き
。

　

６
点
目
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
で
の
避
難
情
報
の

拡
散
は
有
効
な
た
め
、
さ
が
ん
メ
ー
ル
や
Ｓ
Ｎ

Ｓ
の
登
録
者
数
を
増
や
す
方
策
を
検
討
す
べ

き
。

う
支
援
す
べ
き
。

水
害
対
策
調
査
特
別

委
員
会

意

見

書

［
全
会
一
致
で
可
決
］

▼
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
厳
し
い
財
政
状
況

に
対
処
し
地
方
税
財
源
の
充
実
を
求

め
る
意
見
書

人　

事

　
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て

同
意
し
た
。

▽
堤
　
和
義
　
氏

　
人
権
擁
護
委
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ

い
て
、
異
議
な
き
旨
答
申
し
た
。

▽
草
場
　
栄
美 

氏
　
▽
鬼
塚
　
敦
美 

氏

▽
秀
島
　
正
文 

氏
　
▽
下
川
　
晴
美 

氏

▽
浦
川
　
弘
範 

氏

佐賀市議会からのお知らせ
佐賀市議会議員選挙後の10月下旬に臨時会を、
11月下旬に定例会を予定しています。

※臨時会は、正副議長・各種委員会等新しい議会

の構成を決めるために開催します。

※開催日程の詳細は未定のため、決定次第佐賀市

議会ホームページでお知らせします。


